
平成31年度入学生カリキュラム　カリキュラムマップ

学科・専攻名

科目名 必選 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

知恵 アカデミック・スキルズA ● Ｂ 1 1 アカデミック・スキルズA ● 1

知恵 アカデミック・スキルズB ● Ｂ 1 1 アカデミック・スキルズB ● 1

自律 樟蔭の窓 Ａ 2 1 樟蔭の窓 2

自律 Dear Women of Shoin ●学芸 Ａ 2 1～2 Dear Women of Shoin ●学芸 2

自律 女性のライフサイクル Ａ 2 1～4 女性のライフサイクル

自律 ジェンダーを考える Ａ 2 1～4 ジェンダーを考える 2

要　　　｜美 笑いは人をつなぐ Ａ 2 2～4 笑いは人をつなぐ 2

要　　　｜美 表現するからだ，考えるからだ Ａ 2 2～4 表現するからだ，考えるからだ 2

要　　　｜美 芸術と鑑賞 Ａ 2 2～4 芸術と鑑賞 2

知恵 Communicative English 101  (教) Ｂ 1 1～4 Communicative English 101 1

知恵 Communicative English 102  (教) Ｂ 1 1～4 Communicative English 102 1

知恵 Communicative English 201  (教) Ｂ 1 1～4 Communicative English 201 1

知恵 Communicative English 202  (教) Ｂ 1 1～4 Communicative English 202 1

知恵 Communicative English 301  (教) Ｂ 1 1～4 Communicative English 301 1

知恵 Communicative English 302  (教) Ｂ 1 1～4 Communicative English 302 1

知恵 Communicative English A ●児童 Ｂ 1 1 Communicative English A ●児童 1

知恵 Communicative English B ●児童 Ｂ 1 1 Communicative English B ●児童 1

知恵 Communicative English C 注③ Ｂ 1 2 Communicative English C 1

知恵 Communicative English D 注③ Ｂ 1 2 Communicative English D 1

知恵 Basic English 001 注① Ｂ 1 1～4 Basic English 001 1

知恵 Basic English 002 注① Ｂ 1 1～4 Basic English 002 1

知恵 Basic English 101 注① Ｂ 1 1～4 Basic English 101 1

知恵 Basic English 102 注① Ｂ 1 1～4 Basic English 102 1

知恵 Basic English 201 Ｂ 1 1～4 Basic English 201 1

知恵 Basic English 202 Ｂ 1 1～4 Basic English 202 1

知恵 Basic English 301 Ｂ 1 1～4 Basic English 301 1

知恵 Basic English 302 Ｂ 1 1～4 Basic English 302 1

知恵 English Proficiency A Ｂ 1 1～4 English Proficiency A 1

知恵 English Proficiency B Ｂ 1 1～4 English Proficiency B 1

知恵 English Proficiency C Ｂ 1 1～4 English Proficiency C 1

知恵 English Proficiency D Ｂ 1 2～4 English Proficiency D 1

知恵 English Proficiency E Ｂ 1 2～4 English Proficiency E 1

知恵 旅行の英語 Ｂ 1 1～4 旅行の英語 1

知恵 留学の英語 　 Ｂ 1 2～4 留学の英語 1

知恵 ホスピタリティーの英語 A Ｂ 1 1～4 ホスピタリティーの英語 A

知恵 ホスピタリティーの英語 B Ｂ 1 2～4 ホスピタリティーの英語 B 1

要 海外外国語演習A Ｂ 2 1～4 海外外国語演習A 2

要 海外外国語演習B Ｂ 2 1～4 海外外国語演習B 2

要 海外外国語演習C Ｂ 1 1～4 海外外国語演習C 1

要 異文化演習 Ｂ 1 1～4 異文化演習 1

知恵 ニュースの英語 Ｂ 1 2～4 ニュースの英語 1

知恵 アジアの言語・文化を知る Ｂ 1 2～4 アジアの言語・文化を知る 1

知恵 クリエイティブ・イングリッシュ Ｂ 1 2～4 クリエイティブ・イングリッシュ 1

知恵 英語プレゼンテーション Ｂ 1 2～4 英語プレゼンテーション 1

知恵 Conversation and Fluency A Ｂ 1 3・4 Conversation and Fluency A 1

知恵 Conversation and Fluency B Ｂ 1 3・4 Conversation and Fluency B 1

知恵 中国語101 注② Ｂ 1 1～4 中国語101 1

知恵 中国語102 注② Ｂ 1 1～4 中国語102 1

知恵 中国語201 注② Ｂ 1 2～4 中国語201 1

知恵 中国語202 注② Ｂ 1 2～4 中国語202 1

知恵 朝鮮語101 注② Ｂ 1 1～4 朝鮮語101 1

知恵 朝鮮語102 注② Ｂ 1 1～4 朝鮮語102 1

知恵 朝鮮語201 注② Ｂ 1 2～4 朝鮮語201 1

知恵 朝鮮語202 注② Ｂ 1 2～4 朝鮮語202 1

知恵 ドイツ語101 注② Ｂ 1 1～4 ドイツ語101 1

知恵 ドイツ語102 注② Ｂ 1 1～4 ドイツ語102 1

知恵 フランス語101 注② Ｂ 1 1～4 フランス語101 1

知恵 フランス語102 注② Ｂ 1 1～4 フランス語102 1

知恵 スペイン語101 注② Ｂ 1 1～4 スペイン語101 1

知恵 スペイン語102 注② Ｂ 1 1～4 スペイン語102 1

大阪樟蔭女子大学は建学の精
神に基づいた教育を行ない、次

のような女性を育てます。

１．自ら情報を収集・精査し、広
い視野からものごとを判断し、自
らの道を切り拓く「自律」的な生き

方ができる人。

２．堅実で心豊かな社会生活を
営むことのできる「知恵」を身につ

けた人。

３．職場・家庭・地域社会におい
て人間関係の「要」となる人。

得られた知識の活用能力、論理
的思考力、課題を見出し解決す
る思考力、表現能力、コミュニ
ケーション能力など、一人の女性
として社会生活をおくるうえで必
須となる汎用的な能力を身につ
けている。

母語と異なる言語および言語文
化について理解し、自らの言語お
よび言語文化について考えること
ができる。また、社会生活におい
てそれらの言語を活用するため
の基礎的なリテラシーおよびスキ
ルが身についている。

コミュニケーション
（外国語）

生涯にわたり芸術などに触れるこ
とで、自らの情操を豊かに育む力
が身についている。

言語・情報科目

樟蔭コア科目 これからの女性

豊かな情操

将来女性として社会で生きていく
意義を理解している。

学士課程で学ぶにあたって必要
な学習のスキルが身についてい
る。

学びのファーストステップ

本学で学ぶことの意義を理解し
ている。

樟蔭スピリット

学びの種をまく 学びが芽生える

単位
授業科目

学びの花が咲く学びが育つ

科目区分２ 科目区分３

学士課程基幹教育科目 注①：国際英語学科のみ必修　　注②：国際英語学科のみ２単位選択必修　　注③：児童教育学科のみ

ミッション（教育目標）・到達目標 到達目標に対応する授業科目 配
当
学
年

組織のミッション 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１
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知恵 日本語表現 A Ｂ 1 1～4 日本語表現 A 1

知恵 日本語表現 B Ｂ 1 1～4 日本語表現 B 1

知恵 日本語表現 C Ｂ 1 2～4 日本語表現 C 1

知恵 日本語表現 D Ｂ 1 2～4 日本語表現 D 1

知恵 論理トレーニング Ｂ 1 1～4 論理トレーニング 1

要 トータルプレゼンテーション Ｂ 1 2～4 トータルプレゼンテーション 1

知恵 日本語学 Ａ 2 2～4 日本語学 2

要 言語とコミュニケーション Ａ 2 2～4 言語とコミュニケーション 2

知恵 情報処理基礎A ●教 Ｃ 1 1 情報処理基礎A 1

知恵 情報処理基礎B ●教 Ｃ 1 1 情報処理基礎B 1

知恵 情報と社会 ● Ａ 2 1 情報と社会 2

知恵 大学生のための数学 Ａ 2 2～4 大学生のための数学 2

知恵 やさしい統計学 Ａ 2 2～4 やさしい統計学 2

知恵 日常生活と法 Ａ 2 1～4 日常生活と法 2

知恵 日本国憲法 教 Ａ 2 1～4 日本国憲法 2

知恵 日常生活と科学 Ａ 2 1～4 日常生活と科学 2

知恵 家計・消費と経済 Ａ 2 1～4 家計・消費と経済 2

知恵　　｜美 日本の食と文化 Ａ 2 1～4 日本の食と文化 2

自律　　｜美 現代社会と生活者の視点 Ａ 2 1～4 現代社会と生活者の視点 2

要 地域課題とボランティア活動 Ａ 2 1～4 地域課題とボランティア活動 2

要 子育てを考える Ａ 2 1～4 子育てを考える 2

要　　　｜美 マナーとホスピタリティ Ａ 2 1～4 マナーとホスピタリティ 2

自律 リスク社会に生きる Ａ 2 2～4 リスク社会に生きる 2

自律 グローバル化する社会 Ａ 2 2～4 グローバル化する社会 2

知恵 著作権概説 Ａ 2 2～4 著作権概説 2

自律 多様性社会を生きるとは Ａ 2 2～4 多様性社会を生きるとは 2

知恵 生命の成り立ち Ａ 2 1～4 生命の成り立ち 2

知恵 心のしくみ Ａ 2 1～4 心のしくみ 2

自律　　｜美 ライフステージと栄養 Ａ 2 1～4 ライフステージと栄養 2

自律　　｜美 運動と健康A Ｄ 1 1～4 運動と健康A 1

自律　　｜美 運動と健康B Ｄ 1 1～4 運動と健康B 1

自律 自己の探求 Ａ 2 1～4 自己の探求 2

自律 心の健康 Ａ 2 1～4 心の健康 2

自律　　｜美 健康の科学 Ａ 2 1～4 健康の科学 2

要 対人関係の心理学 Ａ 2 1～4 対人関係の心理学 2

要 レクリエーションと健康 Ｄ 2 2～4 レクリエーションと健康 2

知恵 国際教養入門 Ａ 2 1～4 国際教養入門 2

知恵 日本文化論 Ａ 2 1～4 日本文化論 2

知恵　　｜美 現代モード論 Ａ 2 1～4 現代モード論 2

知恵　　｜美 化粧学概論 Ａ 2 1～4 化粧学概論 2

知恵 文学の読み方 Ａ 2 1～4 文学の読み方 2

知恵 現代に生きる女性たち Ａ 2 1～4 現代に生きる女性たち 2

自律 歴史の読み方 Ａ 2 1～4 歴史の読み方 2

自律 宗教と現代 Ａ 2 1～4 宗教と現代 2

知恵 サブカルチャー論 Ａ 2 1～4 サブカルチャー論 2

要 地球と社会の歩き方 Ａ 2 2～4 地球と社会の歩き方 2

知恵　　｜美 美しく生きるとは Ａ 2 2～4 美しく生きるとは 2

知恵 国際社会と平和 Ａ 2 2～4 国際社会と平和 2

自律　　｜美 美しい地球を創る Ａ 2 2～4 美しい地球を創る 2

要 総合ゼミナールA Ｂ 1 4 総合ゼミナールA 1

要 総合ゼミナールB Ｂ 1 4 総合ゼミナールB 1

自律 キャリア設計 Ｂ 1 1・2 キャリア設計 1

自律 キャリア開発 Ｂ 1 2 キャリア開発 1

自律 キャリア研究 Ａ 2 3 キャリア研究 2

要 インターンシップＡ Ｃ 1 2 インターンシップＡ 1

要 インターンシップＢ Ｃ 1 3 インターンシップＢ 1

要 インターンシップＣ Ｃ 1 4 インターンシップＣ 1

大阪樟蔭女子大学は建学の精
神に基づいた教育を行ない、次

のような女性を育てます。

１．自ら情報を収集・精査し、広
い視野からものごとを判断し、自
らの道を切り拓く「自律」的な生き

方ができる人。

２．堅実で心豊かな社会生活を
営むことのできる「知恵」を身につ

けた人。

３．職場・家庭・地域社会におい
て人間関係の「要」となる人。

得られた知識の活用能力、論理
的思考力、課題を見出し解決す
る思考力、表現能力、コミュニ
ケーション能力など、一人の女性
として社会生活をおくるうえで必
須となる汎用的な能力を身につ
けている。

言語についての基本的なリテラ
シーと実践的な言語的・非言語
的表現力を身につけており、他者
の意見を適切に理解し、自分の
考えを効果的に伝えることができ
る。

社会生活をおくるにあたって必要
な、また学士課程で学ぶにあたっ
て必要な情報リテラシーが身につ
いている。

自律した生活者、また市民となる
ための基礎的知識や判断力・責
任感を身につけている。

現代社会における複雑な人間関
係のあり方を理解しており、他者
に対して適切に配慮し行動でき
る。また身体の仕組みやレクリ
エーションについて基本的なこと
がらも理解しており、生涯にわたり
心身ともに健康に過ごすことがで
きる。

自分をとりまく社会を構成するさ
まざまな要素を、歴史・倫理・ジェ
ンダー・異文化・環境問題などの
理解を含めた現代的な観点から
把握しており、心豊かで創造的な
生活を送ることができる。

自らのキャリア選択に能動的・自
主的・肯定的に取組み、キャリア
を選択・決定できる。

キャリア系科目

主題別科目

①生活者･消費者･市民と
して生きる

②心と体の健康を考える

統合的学習経験

言語・情報科目

情報リテラシー

③今を考える･未来を生き
る

コミュニケーション
（日本語リテラシー）

コミュニケーション
（日本語のしくみ）

学士課程における様々な学びの
成果を統合し、それを表現するこ
とができる。


